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四役会､ 総務委員会での検討を経て､ 平成19年10月22日(月)開催の第５回理事会に於いて綱領および基本
理念､ 基本方針が決定されました｡ 今後は､ 協会の指針及び行動規範として遵守されていくことになります｡� � �

新年明けましておめでとうございます｡ 皆様お揃いで輝かしい初春をお迎
えのこととお慶び申し上げます｡
旧年中は当協会運営に対し､ 格別のご協力を賜りましたことに心から感謝

し､ 厚くお礼申し上げます｡ 特に､ 待望久しかった新会館の完成並びにその竣工式という一大事業を無
事に終えることができましたのも関係各位のお蔭でございます｡ 完成しました会館が会員の皆様はじめ
広く県民の方々に利活用して頂き､ 県内の公共用水域の水質保全にお役立ちできることを念じております｡
更に､ 会館完成とあわせてロゴマークをはじめ､ ｢公益､ 正大､ 誠実｣ の綱領や基本理念､ 基本方針

を策定して頂き､ 今後､ 当協会が進むべき ｢みちしるべ｣ が出来たように思います｡
又､ 本年は公益法人制度改革のスタートの年であります｡ 計画通り平成20年度中に公益社団法人の認
定を受けるべく準備を進めて参りたいと考えております｡ 他にも､ 肝心な浄化槽法定検査の受検率の向
上をはじめ､ 多くの問題が山積しておりますが､ 会員並びに関係業界の皆様方のご協力を頂きながらコ
ツコツと問題解決に努めて参りたいと存じます｡
終わりになりましたが､ 会員企業の益々のご繁栄と皆様方のご多幸を祈念し､ ご挨拶とさせて頂きま
す｡

社団法人 熊本県浄化槽協会

会長 横山 英生
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新会館の竣工に併せ当協会のロゴマークが作成されました｡ 作成に際しては､ 協会会員を始め､ 当協

会と交流のある､ 熊本工業高校､ 小川工業高校､ 更に協会職員を対象としたデザインの募集が行なわれ､

応募総数88点の中から選考の結果､ 熊本工業高校の女子生徒の作品が採用されました｡

決定に伴い､ 今回の新会館竣工式で披露を行ない､ 協会のロゴマークとして使用することが報告され

ました｡

このデザインは､ 人間にとって欠かすことの出来ない‘水’を人間の形と水滴を組み合わせることに

より表現されており､ 周りを大きな輪で囲み､ きれいな水が循環している様子が表現されています｡ ま

た､ アルファベットのＡＪＫは､ ｢アソシエーション・浄化槽・熊本｣ の頭文字を表しています｡

今後更に水環境の保全に取り組む協会を端的に表現したデザインとして､ 採用が決められました｡

※ロゴマークは表紙左上に掲載しております｡
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平成19年11月２日 (金) 全日空ホテルニュースカイに於いて新会館竣工式並びに記念祝賀会がご来賓

の皆様方､ 当協会の会員等の方々併せて150名のご出席のもとに開催されました｡

式の冒頭､ 今回の建設経緯が報告され､ それに併せ新しい当協会のロゴマークが披露されました｡

横山会長の式辞では 『待望であった新会館の建設が､ 歴代会長を始めとする役職員の皆様のご協力に

より無事完成することが出来た｡ これを機により一層水環境の保全に努めたい｡』 との挨拶があり､ 来

賓祝辞､ 乾杯の後記念祝賀会へと移り盛会のうちに閉会を迎えました｡

熊本県副知事
安田 宏正 様

�日本環境整備教育センター
理事長 入山 文郎 様

�全国浄化槽団体連合会
会長 松下 �男 様
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本年度も事業計画に則り､ 諸表彰の機会に積極的に推薦を行いました｡
その結果､ 環境大臣表彰､ 国土交通省総合政策局長表彰､ 熊本県知事表彰それぞれが受賞となりました｡

(敬称略)

表 彰 名 受賞者 事業所名 受賞日

循環型社会形成推進功労者等

環境大臣表彰

古 閑 久 章 ㈲熊本浄化槽販売 10月１日

松 本 道 夫 ㈱東和 10月１日

国土交通省総合政策局長表彰 塚 本 頼 光 ㈱明誠設備 10月１日

熊本県環境整備功労者

知事表彰

正 海 益 之 ㈲ミマス住宅機器 11月６日

米 村 徳 光 米村衛生㈲ 〃

黒 木 正 敏 ㈱向洋設備工業 〃

内 田 裕 幸 ㈱環境総合 〃

源 川 祐 介 ㈲スワット九州 〃

田 中 利 和 ㈱八丁設備 〃

平成19年10月１日 第21回全国浄化槽大会の様子

国土交通省総合政策局長表彰 塚本 頼光 様
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昨年熊本で開催された ｢第20回全国浄化槽技術研究集会｣ において当

協会・野口参事が研究発表した課題 ｢生分解プラスチックを水素供与体
とした脱窒｣ が､ 教育センター初代理事の楠本正康氏を顕彰して創設さ
れた楠本賞優秀課題賞を受賞し､ 本年度研究集会が開催された青森県に
おいて､ 表彰されました｡
最優秀課題賞は､ 岩手県浄化槽検査センター稲村氏による ｢ＰＤＡを

活用した新11条検査結果書自動作成システム｣ に譲りましたが､ 野口参
事の課題は今後の研究発展が期待できると､ 教育センターの先生方から
第２報を期待されております｡
なお､ 同じく優秀課題賞には鹿児島県環境検査センターの前田氏による ｢九州における小型合併処理浄化
槽の排出汚濁負荷量原単位｣ が選ばれております｡ これは､ 九州全県の検査機関からＢＯＤデータ等の水質
データを集め､ 浄化槽の汚濁負荷量を最新のデータとして提供したもので､ 熊本の協会におきましてもデー
タ収集に大きく貢献しております｡

＊野口参事の課題について詳しくは当協会ホームページをご覧下さい｡�������������������������������������
(社)熊本県浄化槽協会 東 幸 宏������

Ａ市周辺衛生施設組合の管轄区域内では､ 現在､ 市街地の公共下水道計画が再検討され､ 浄化槽市
町村整備推進事業採択に向けた取り組みが行われてきていることから､ 公共下水道及び浄化槽市町村
整備推進事業の進展を踏まえ､ くみ取りし尿及び浄化槽汚泥の搬入状況と施設の運転状況に関する調
査を行い､ 現状を把握するとともに今後の施設運転管理に関する検討を行った｡������
将来のし尿及び浄化槽汚泥量について､ ①清掃実施率が変化した場合､ ②公共下水道整備が完了し
た場合､ ③濃縮車を活用した場合､ それぞれについて予測を行った｡��� �
① 清掃実施率が50％､ 100％と上昇した場合､ し尿及び浄化槽汚泥量は､ 191.2kL／日､ 343kL／日と
計画処理能力を大幅に超過する量になると予測された｡

② 公共下水道整備が完了した場合のし尿及び浄化槽汚泥量は､ 清掃実施率が50％までは現在の計画
処理能力で対応可能である｡

③ 濃縮車を活用した場合のし尿及び浄化槽汚泥量は､ 清掃実施率が100%に上昇しても現在の計画処
理能力で対応可能である｡

���������������
平成19年10月10日 (水) と11日 (木) の２日間､ 青森市 (ホテル青森) において第21回全国浄化槽技術研
究集会が開催されました｡
初日は､ 行政担当者研究会及び検査員担当者研究発表が行われ､ 環境省から ｢浄化槽関連施策について｣
等の報告がありました｡ また､ ２日目は､ 研究発表及び技術研究集会が開催され､ 研究発表では､ 当協会の
東主査が研究テーマについて発表を行い､ 技術研究集会では､ 当協会の野口参事が昨年の研究発表において
楠本賞優秀課題賞を受賞､ 表彰されました｡
この２日間の研究集会を通じ､ 全国の浄化槽関係者との情報の収集や意見交換等が行われ､ 有意義な研究
集会となりました｡
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平成19年11月11日 (日) 天草市の有明町民センターに於いて熊

本県主催のもと､ 平成19年度 ｢くまもと・みんなの川と海づくり

県民大会｣ が開催され､ 天草支部等を中心に参加がありました｡

協会からは浄化槽モデルの展示の他､ パンフレットの配布等を行

ないました｡

また､ 熊本県立大学篠原教授をコーディネーターに迎え‘天草

のきれいな海を守るために’とのテーマで行なわれたパネルディスカッションでは､ 協会を代表して横山会

長がパネリストとして参加し､ 協会の事業概要の説明と併せ浄化槽による生活排水処理の現状等が報告され､

熱心な議論が行われました｡������ �����������
平成19年10月４日 (木) 宇城市 (ウイングまつばせ) に於いて ｢浄化槽フォーラム・熊本｣ が開催されま

した｡

このフォーラムは､ 浄化槽関係の行政担当者と業界団体会員等が一堂に会しての情報交換等の場として毎

年､ 10月１日の ｢浄化槽の日｣ にあわせて開催されているものです｡

平成19年度は､ 東京から２名の講師を招き､ スライドを使用しての研修が行われました｡

当日は､ 100名を超える参加者があり質疑応答では活発な意見交換が行われました｡

講演１ 講師：全国合併処理浄化槽普及促進協議会

事務局主任 加藤 雅男氏

｢浄化槽の基礎について｣

はじめに

浄化槽の諸制度

浄化槽の構造と機能

浄化槽の維持管理

全浄協について

主催 熊本県合併処理浄化槽普及促進協議会
社団法人 熊本県浄化槽協会

後援 熊本県
熊本県環境整備事業協同組合
熊本県環境保全協会
協同組合 熊本県環境技術協議会
熊本県浄化槽管理事業協同組合

講演２ 講師：財) 日本環境整備教育センター

調査研究部主幹 久川 和彦氏

｢これからの浄化槽について｣

今後の浄化槽と生活排水処理計画の課題



協会ニュース No23

�

������������ ����������������� �
検査部検査課主査 坂口 光法

平成19年10月16日�､ 長崎県・大村市にて浄化槽シンポジウム長崎が開催され､ 財団法人 長崎県浄化槽

協会より､ 保守点検・清掃・法定検査の連携を図る ｢総合評価システムネットワ－ク事業｣ への取り組み

(平成20年度稼動予定) 等について発表がありました｡ 一部ですがご報告致します｡

この事業は､ 保守点検業者・清掃業者・指定検査機関の三者が協力しあい､ 浄化槽を適正に管理するもの

です｡

具体的には､ 保守点検業者､ 清掃業者､ 指定検査機関をネットワークで結び､ 各作業データを共有サーバー

により一括管理・共有化し､ 各作業の情報を活用します｡ (下図)

平成19年11月９日 (金) に福岡市の ｢セントラルホテル フクオカ｣ において ｢九州地区浄化槽指定検査

機関検査員研修会｣ が開催され､ 九州各県の検査機関より71名の出席がありました｡ 当協会からは検査部長

と検査員４名が参加しました｡

研修内容として (財) 日本環境整備教育センターの小川主幹より ｢性能評価型浄化槽の検査上のポイント

等｣ について､ また (財) 佐賀県環境科学協会の宮崎部長より ｢浄化槽法定検査判定基準について｣ の報告

がありました｡ 検査の事項について現場での写真や図表を用いて説明があり､ 今後の検査業務を行う上でた

いへん参考になりました｡

また､ 翌日10日 (土) に (財) 福岡県浄化槽協会筑後検査センターに於いて施設見学会が開催され､ 当協

会からは西村局長､ 試験検査課分析員４名が参加しました｡ 主に休日対応型自動ＢＯＤ測定装置の稼動状況

を見学することができ､ 今後の導入を検討する上で大変参考になりました｡

�������������



協会ニュース No23

�

������ ������������
平成19年９月27日�～10月30日�､ 各支部11会場に於いて平成19年度の地域 (保健所別) 連絡会議が開催
されました｡ 連絡会議は本年度で10回目を数え､ 行政からは県及び40市町村､ また､ 協会員192名の併せて

253名の出席がありました｡

会議では､ 県下水環境課から ｢浄化槽関連施策について｣ のテーマで説明が行われ､ 各保健所からは保健

所に於ける浄化槽行政について報告が行われました｡

協会からは､ 各部会からの報告の他に主な周知内容として､ 浄化槽運用指針､ 浄化槽法第11条検査手続等

業務協力協定書の２点があり､ 各支部とも熱心な会議を開催頂きました｡

(出席状況一覧)

������ ����������������� ・浄化槽関連施策について (県下水環境課)

・保健所に於ける浄化槽行政について (保健所)���� ・浄化槽工事の技術上の実務マニュアルについて (製造・施工部会)

・不適正施工の事例報告 (製造・施工部会)

・浄化槽法第11条検査手続等業務協力協定書について (維持管理部会)���� ・浄化槽運用指針について

・公益法人制度改革に伴うスケジュール等について

・浄化槽法事務・権限移譲に伴う書類の提出方法について

・浄化槽法第11条 (定期検査) ５ヵ年地区周期表について

・広報誌への掲載依頼について

・浄化槽の放流水質について

・その他

熊本 有明 山鹿 菊池 阿蘇 御船 宇城 八代 水俣 人吉 天草 計

市町村出席数 1 5 2 2 5 4 5 2 3 8 3 40

開催日 10/18 10/17 10/30 10/19 10/23 10/2 9/28 10/10 10/25 10/11 9/27

会員出席数
(Ｈ19)

32 20 8 7 3 17 21 18 13 12 41 192
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汚水処理施設の効率的・効果的な整備を図るとともに､ 循環型社会の形成を推進するため､ 健全な水循

環に資する浄化槽整備の一層の促進に必要な予算を計上｡� ������������ ���������
・市町村の自主性と創意工夫を活かしながら浄化槽の整備を推進するための予算｡

浄化槽整備事業の内訳 【単位：百万円】

������ ���������������
注：上段 ( ) は､ 内閣府 [沖縄]､ 国土交通省 [北海道､ 離島] 計上分を含めた額����������������������������������������������������
・地域再生計画に基づいて､ 環境省､ 農林水産省､ 国土交通省所管の汚水処理施設の整備を効率的に行う

ための､ 事業間での融通や年度間での事業量の変更が可能な予算｡��������������������������� ��������������������������
浄化槽市町村整備推進事業で､ 高度処理型浄化槽を助成の対象とすることができる地域において高度

処理型浄化槽のみで整備する旨を条例などで制定等の後､ 次の要件等を満たす場合は基準額の特例を適

用する｡

助成額等

・通常型浄化槽設置の基準額をもって高度処理型浄化槽を整備

・高度処理型浄化槽と通常型浄化槽の基準額の差額分を公費で助成

助成期間

・条例などで制定等の後､ ５年間� ����������������������������
①年度内整備戸数要件撤廃の設定

浄化槽市町村整備推進事業を７年継続又は１００戸以上整備､ かつ､ 浄化槽市町村整備推進事業区

域内の浄化槽人口普及率が７０％以上の場合は､ 年度内整備戸数要件を撤廃する｡

②年度内整備戸数地域 (１０戸以上) の拡大

｢湖沼水質保全特別措置法の指定地域｣ を加える｡

平成１９年度予算額 平成２０年度予算額 (案) 対前年度比 ％

循環型社会形成推進交付金 (１３, ９７６)
１３, ２９６

(１３, ６３７)
１３, ０４０

(９７. ６)
９８. １
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今年度開催されました､ 地域 (保健所別) 連絡会議に於きまして､ ｢浄化槽運用指針について｣ 説明致し

ましたとおり､ 当協会発行の ｢小型合併処理浄化槽の適正な施工について (５人槽～10人槽)｣ (平成16年４

月発行) が浄化槽運用指針内の ｢浄化槽工事の技術上の実務マニュアル｣ として改訂されております｡ これ

は､ (社) 全国浄化槽団体連合会発行の ｢浄化槽施工マニュアル｣ に基づく改訂であり､ その基礎となる

HASS＝機械設備工事付随仕様書 (国土交通省官房営繕部監修) の改訂に伴うものであります｡

主な改訂内容は以下の通りです｡ 下の図面をご参照ください｡

１. 基礎コンクリートの厚みは､ HASS に沿って100ｍｍから150ｍｍへ｡

２. 基礎工事において必要だった栗石は現在入手困難となっているため､ 栗石又は切り込み砕石へ｡

３. 上部スラブの下に湿度からコンクリートを保護する為必要だった､ ポリエチレンフイルムは浄化槽の工

事規模から不要との判断で削除｡

以上の項目を改訂しておりますが､ 今後､ 一年程の周知期間を設けたいと考えますので､ 行政のご担当者､

また会員の工事業者におかれましてはご協力の程､ 宜しくお願い申し上げます｡

�����������
��������������� �����

[他局計上分は除く]� ������������
浄化槽整備の促進に資するよう､ 経済性・効率性に優れた浄化槽整備の効果や維持管理の重要性につ

いての理解を一層進めるため､ 民間団体等と連携しつつシンポジウム等の普及啓発事業を実施する｡� ��������������������
近年の災害についての調査を踏まえて､ 浄化槽の災害時の緊急対応を明確にし､ 被害地域全体の浄化

槽システムとしての応急処置等､ 迅速な対応が行えるよう ｢浄化槽被害等対策マニュアル｣ を作成する｡

(その他関連事項)

｢日中環境保護協力の強化に関する共同声明｣ を受けて､ 低コストな分散型排水処理施設や浄化槽などの

水管理技術に係る適用可能モデル事業を行い､ 現地に合った水環境管理体系を構築するための協力を行う

｢日中水環境パートナーシップ｣ 経費 (１９１百万円) を水・大気環境局で計上｡
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平成19年11月30日 (金)､ 当協会２Ｆ会議室にて職員の研修会を実施致しました｡

午前の部では､ 法定検査を担当する職員を対象として技術力向上を目的とした浄化槽流入配管の付帯設備

等の研修会を行いました｡ 午後の部では､ 島田副会長に開会の挨拶を頂いた後､ 会長にご参加頂き全職員に

よる研修会を実施致しました｡ 研修会では､ 情報の共有として､ 全国浄

化槽技術研究集会等の諸研修会の内容報告並びに平成19年度法定検査事

業及びＩＳＯ等の進捗状況についての報告及び検討を行いました｡

最後に､ 会長より､ 平成19年度諸事業を推進する上で職員としての意

識のあり方､ 考え方､ 取り組む姿勢等についての講話がありました｡ 今

回の職員研修内容を踏まえ､ 職員一丸となって各々の業務に取り組んで

参ります｡

��������
新会館へ移転後､ 最初の ISO 14001の定期審査が平成19年11月28日・29日に行われました｡� �����
□ 今回の定期審査により､ ISO 14001：2004規格に基づく環境マネジメントシステムが､ 継続して有効

であると判定致します｡

□ 今回､ 定期審査に加え､ 申込みのあった登録内容の変更に関する事項を審査しました｡ その結果は適

切と判断されましたので､ 登録内容の変更を推薦致します｡� ����
１) 検査車燃料の使用量削減・法定検査率の向上等の目的目標の達成は出来ている｡

２) 前回の改善指摘事項は是正処置が完了し､ 再発していない｡ 本来業務である､ 法定検査や水質低下浄

化槽の再検査等の活動が行われ､ 汚染の予防に効果を上げていた｡

３) 内部監査は有効に機能していると判断できるが､ 一部記録に記載事項がないものが観察された｡

４) 環境マネジメントシステムは継続的に改善されていましたが､ インプット情報について一部改善が必

要です｡� ��������������
ＳＷ－１ マネジメントレビューでのインプット情報が ｢環境マネジメントシステム見直し記録｣では確

認できなかった｡

ＳＷ－２ 外部文書の明確化及び配付管理についてその手順が確立されていませんでした｡� ����
１) ストロングポイント

浄化槽の法定検査未受検設置者16,619基に対して ｢浄化槽法第11条検査の受検について｣ の広報活動

を行い､ 2,458基について回答があり､ 1,017基が受検を依頼することとなる等受検率の向上に取組まれ､

汚染の予防に効果を上げていました｡

２) 改善の機会

環境影響評価配点表の区分や緊急事態連絡網に外部連絡先の記載をしてはどうか等の指摘がありました｡

＊是正処置

11月30日実施の職員研修会において､ 審査及び是正処置についての報告研修を行うとともに､ 是正処置を

実施し､ PDCA を適切にまわしていきます｡

����������������������研修会の様子
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検査部検査課 佐々田 敬太

平成19年７月２日より検査部検査課に配属になりました佐々田敬太です｡ 八代市の出身です｡

趣味はバスケットボールで､ 現在も友人達と試合に出場したり､ 練習を行っています｡ 体を動かすこと､

人と話すことが好きなので､ ぜひ検査業務に生かしていきたいと思っています｡

恥かしながら､ 当協会にお世話になるまで浄化槽について全くの無知でした｡ しかし､ ７月の配属から約

半年間､ 諸先輩方と現場に同行し､ 検査の補助をさせて頂いたことで少しずつながら､ 浄化槽に関する知識､

技術を学ぶことができました｡ 今後も努力を惜しまず､ しっかり勉強して多くの知識や技術を身につけてい

きたいと思います｡

新人研修を終え､ 一人で現場を回ることにまだ不安はありますが､ 基本を忘れずに､ 検査員としての誇り

を持って､ 明るく､ 元気に､ 一生懸命頑張っていきます｡ まだまだ､ 勉強不足で皆様にご迷惑をおかけする

こともあると思いますが､ 一日でも早く活躍できるよう努力していく所存です｡ 皆様の温かいご指導､ ご鞭

撻のほど宜しくお願いいたします｡

今年度も､ インターンシップで熊本工業高等学校から生徒を受入れました｡

工業化学科２年 (松本勇樹君・多田隈秀太君) の生徒２名で､ 毎日､ 元気な挨拶で朝が始まり清々しく､

仕事に対する取組み方も真面目で受入れた側としても学ぶものが多々ありました｡

12月３日 (月) から７日 (金) までの５日間､ 以下の内容で体験してもらいました｡

�� ���������� ��
○ 午前中は､ 水の濁りを調べることと､ 昨日の続きの大腸菌の数を調べる作業を行いました｡ 水のにごり

を調べる際に使用した吸引ろ過装置は､ 自分たちが使っているものよりとても早く作業を終わらせること

ができるので便利だと思いました｡ 午後からは､ 書類の封筒詰めを行いました｡ 同じ作業の繰り返しは結

構大変でした｡

○ 今日は､ 協会の外に出て現場に行きました｡ 昨日まで調べていた検体がどのようにして採取されている

のかがわかりました｡

初日の講義で浄化槽のしくみについて勉強したけれど､ 実際に見るとすごい仕組みになっているんだなぁ

と思いました｡ 午後からは､ 昨日と同じく封筒詰めを行いました｡ 昨日より素早く出来たと思います｡

����������������
１日目 (12月３日) ・浄化槽に関する講義

・試験検査課補助

２日目 (12月４日) ・試験検査課補助
・計量分析補助

３日目 (12月５日) ・計量分析補助
・試験検査課補助

４日目 (12月６日) ・検査現場同行 (７条)

５日目 (12月７日) ・検査現場同行 (11条)
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民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し､ 現行の公益法人制度に見られる様々な問題に対応す
るため､ 従来の主務官庁による公益法人の設立許可制度を改め､ 登記のみで法人が設立できる制度を
創設するとともに､ そのうちの公益目的事業を行うことを主たる目的とする法人については､ 民間有
識者による委員会の意見に基づき公益法人に認定する制度の創設｡� �����������������

� ������
区分 実施(予定)年月 実 施 項 目 実 施 内 容

準

備

段

階

経

緯

平成18年12月～
平成19年12月

国・熊本県説明会 ・公益法人制度改革概要説明

理事会 ３回 ・公益法人制度改革概要及びスケジュール等説明

地域 (保健所) 別連絡会議 ・公益法人制度改革概要説明

理事会 ・公益法人制度改革説明及び新会計処理規程案説明

予

定

平成20年１月～
平成20年３月

理事会等 ・新会計処理規程案決議
・公益法人制度改革経過及び定款変更素案説明

平成20年４月～ 新会計処理規程による会計処理開始

平成20年４月～
平成20年11月

理事会
臨時総会

・公益法人制度改革説明
・定款変更案等申請書類の説明及び決議

移
行

平成20年
12月１日～

移行認定申請・審査 ・熊本県知事へ移行認定申請

公益社団法人へ移行 (認定) 公益社団法人 熊本県浄化槽協会

公益社団法人・公益財団法人への認定申請 一般社団法人・一般財団法人への認可申請

〈認定の基準〉
○定款の変更の案の内容が一般社団法人・財団法人
法及び公益法人認定法等に適合
○公益法人認定法の公益認定基準に適合

〈認可の基準〉
○定款の変更の案の内容が一般社団・財団法人法等
に適合
○純資産が残っている法人が作成する ｢公益目的支
出計画｣ が適正でかつ確実に実施されるものであ
ること

特例民法法人
○名称は従来のとおり ｢社団法人～｣､ ｢財団法人～｣ を使用可
○業務の監督は従来のとおり現行の主務官庁
○定款の記載､ 機関設計等は基本的に従前のとおり

�現行の社団法人・財団法人 (全国に約25,000法人)

(略称：一般法人法・公益認定法・整備法)公益法人改革３法
施行日 平成20年12月１日

施行日から５年以内 (平成25年11月30日まで)� �� �� � � �
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公益法人の会計処理については､ 公益法人会計基準に基づいて処理をすることとなっておりますが､

その基準が改正されたことを受け､ 会計処理規程を定め平成20年４月より運用を開始するための準備を

進めております｡

なお､ 会計基準の主な変更点は次のとおりです｡

１) 財務情報の透明化

広く一般的に用いられている企業会計の手法を可能な限り導入

２) 法人の受託責任の明確化

正味財産の使途に制約が課されているものとそれ以外で区分

３) 作成する書類の変更

���������������
�����������

・収支計算書
・貸借対照表
・正味財産増減計算書
(ストック式・フロー式の選択可)

・財産目録

�����������
・貸借対照表
・正味財産増減計算書
(フロー式のみ)

・財産目録
・キャッシュフロー計算書
(大規模公益法人のみ)

平成20年３月26日 (水) 午後１時30分より､ 当協会会議室にて臨時総会を開催致します｡ 議案は以下の通

りです｡

①平成20年度事業計画案について

②平成20年度収支予算案について

③その他

なお､ 会員の皆様へは２月下旬頃に郵送にてご案内申し上げます｡

�����������
平成20年４月より ｢有明海・八代海再生のための施策｣ における生活排水対策の一環として､ 熊本県生活

環境の保全に関する条例規則が改正され､ 201人槽から500人槽までの浄化槽においても､ 水質汚濁防止法に

基づく管理が義務付けられることとなりました｡ これにより技術管理士の常駐や､ ＢＯＤをはじめとする排

水規制が上乗せされることとなっております｡

各施設における計量項目等につきましては､ すでに､ 県及び保健所の説明会等でご承知かと存じますが､

当協会におきましても環境計量事業所として活動しておりますし､ 会員割引価格を設定し､ 会員の皆様の便

宜を図りたいと考えておりますのでご利用の程､ 宜しくお願い致します｡

お見積り等のご要望がございましたら､ 担当までご連絡下さい｡ ��������������������������������������������
���������������������������
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平成20年４月 (予定) より､ 保証制度による本体保証期間が使用開始の日から３年より５

年へ変更されます｡

＊詳しくは後日会員様へは文書にてご通知致します｡

編集後記

｢協会ニュース No.23｣ は､ 新会館での初めての発行となりました｡ シンボルマー

クの採用､ 綱領・基本理念・基本方針の決定など､ 皆様のお力添えにより協会の基盤

となる部分が着実に出来上がってきております｡ 私ども職員も気持ちを入れ替え､ 一

丸となって取り組んで参りますので今後ともご協力の程よろしくお願い申し上げます｡

なお､ 新会館竣工式ならびに記念祝賀会へお忙しい中ご出席いただきました皆様へ､ この場をお借

りいたしまして御礼申し上げます｡

次号は､ ７月頃に発行予定です｡

編集担当 総務部情報管理室���� ��������
[本部]〒861-3107 上益城郡嘉島町上仲間227番地86

(嘉島リバゾン内)
TEL (096)２８４-３３５５ FAX (096)２８４-３３８８
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平成20年度の浄化槽設備士講習会の熊本開催を８月頃予定しております｡
詳細については､ 正式に決まり次第ご通知致します｡

事務権限移譲市町村

山鹿市・大津町・菊陽町・御船町・嘉島町・益城町・山都町・宇土市・氷川町・芦北町・
津奈木町・人吉市・錦町・あさぎり町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村

設置届出書及び水質検査依頼書は､ 移譲市町村様式 (一枚目ブルー) をご使用下さい｡� � � �


